
取扱説明書
このたびは本機をお買い求めいただき、
まことにありがとうございます。
●ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」
をよくお読みいただき、正しく使用して
ください。
この「取扱説明書」は、大切に保管して
おいてください。
●お客様登録アンケートを下記アドレスで
インターネット登録をお願いします。
http://www.toyotomi.jp/aiyou/

※裏表紙の保証書及びアンケート欄に
必要事項を記載していただき、コピーして
FAXまたは郵送（送料はお客様負担）して
いただいても結構です。
コピーのために切り取った場合は、取扱
説明書と共に大切に保管しておいて
ください。
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安全のために必ずお守りください1
●お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用するために、
必ずお守りいただくことを説明しています。
●ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、
説明しています。

危険（DANGER）�

警告（WARNING）�

注意（CAUTION）�

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う危険、
または火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、
または火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や
物的損害の発生が想定される内容を示しています。

この絵表示は、「禁止」されている内容です。

この絵表示は、「注意」していただく内容です。

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。

●説明文中の「お願い」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。

●お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。

GASOLINE

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。
少量の混入でも、火災の原因になります。

★ガソリン使用禁止

ガソリン�
灯油�

GASOLINE

ガソリン禁止

スプレー缶やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や温風のあたる所に放置しないで
ください。
熱で缶の圧力が上がり、爆発し、危険です。

★スプレー缶厳禁

危険（DANGER）

警告（WARNING）

●換気せずに使用しつづけないでください。
酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれが
あります。また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれがあります。
●使用中は必ず１時間に1～2回（1～2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。
●換気する時は、換気扇を使用したり（換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと、充分な
換気ができない場合があります。）2カ所以上の（風の出入りのある）開口部を設けると効率よく換気できます。
窓が凍結していたり、地下室などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでください。

★換気必要

禁止

換気

使用禁止

★衣類の乾燥厳禁
衣類などの乾燥には使用しない
でください。
衣類が乾燥すると、ストーブの
熱気でゆれて落下して火が
つき、火災の原因になります。

★寝るとき消火 ※外出するとき消火

寝るときや外出するときは、
必ず火が消えていることを
確認してください。
また、人目の届かないところ
では、使用しないでください。
予想しない事故が発生するおそれがあります。

★可燃性ガス使用厳禁
ストーブを使用している部屋
で、可燃性ガスが発生する
もの（ガソリン、ベンジン、
シンナー）や、スプレーを
使用しないでください。火災や
故障の原因になります。

消火

★温風吹出口（ルーバー）をふさがない
ストーブガードなどの囲いに
干し物を掛けたり、衣類、紙などで
温風吹出口（ルーバー）や燃焼空気
取入口（給気フィルター）や温風空気
取入口をふさがないでください。
衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼
や火災や操作部の変形など故障の原因になります。

禁止
禁止
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注意（CAUTION）

★温風に直接あたらない
温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。
低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。
また、温風を直接吸い込まないでください。
気分が悪くなることがあります。

★ほこりの除去
燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口は、週1回以上必ず
掃除してください。
ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口が
つまると、異常燃焼のおそれがあります。 燃焼空気取入口（給気フィルター） 温風空気取入口

指示

油漏れやにおい、すすの発生、炎の状態、エラー表示を繰り返すなど異常や故障と
思われるときは、使用しないでください。事故の原因になります。
緊急の場合でもあわてずに消火してください。
「 故障・異常の見分けかたと処置方法」に従って処置してください。9

★異常・故障時使用禁止

★高温部接触禁止
燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出口（ルーバー）に手などふれないでください。
やけどのおそれがあります。

使用禁止

異常�

禁止

接触禁止

指示

●ストーブを移動するときは、必ず消火し、ストーブの温度が充分下がってから油タンクを取り出し、
傾けないように静かに移動してください。
油が漏れたり、火災になるおそれがあります。
●修理・引越しなどでストーブを運搬されるときは、油タンク、油受けざらの灯油を必ず抜いてください。
運搬の途中に灯油がこぼれ、周囲を汚すおそれがあります。
●移動するときは引きずらないでください。
床面、畳、カーペットに傷を付けたり、本体底面の塗装がはがれて錆の原因になるおそれがあります。

★移動・運搬するときの注意

禁止

禁止

●カーテン、布団、毛布などや燃えやすいもののそばでは
使用しないでください。
火災の原因になります。
ストーブの前に可燃物を置かないでください。
●可燃物とは図に示す距離を確保してください。

★可燃物近接厳禁

警告（WARNING）

１５㎝�
以上�

１５㎝�
以上�

１５㎝�
以上�

１m以上�

１m以上�

〈可燃物との距離〉

注意

★油漏れ確認
●給油口口金は確実に締めてください。
給油口口金を下にして、油漏れがない
ことを確かめてください。
給油口口金を斜めに締めたりすると、
簡単に給油口口金がはずれて、火災の
おそれがあります。
●油タンクから油が漏れる状態では
絶対に使用しないでください。
火災のおそれがあります。

★不良灯油使用禁止
変質灯油、不純灯油（灯油以外の油・水・ごみ
が混入した灯油など）などの不良灯油は使用
しないでください。
異常燃焼や故障の原因になります。

★温風ダクトの使用注意
市販の温風ダクトを使用する場合は、やけど
のおそれ、こたつへの悪影響等が考えられる
ため充分ご注意ください。禁止

★給油時消火
給油は必ず消火していることを
確認して、ストーブの温度が
充分下がってから、他に火の気の
ない所でおこなってください。
火災のおそれがあります。

消火� 確認

漏れを確認�

消火

改造して使用しないでください。
安全装置の無効化などストーブの安全性を損なう改造は火災など思わぬ事故の原因に
なります。

★改造使用の禁止
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安全のために必ずお守りください1

●理・美容院、メッキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しないでください。
ストーブの故障や、腐食性ガスの発生により金属・鏡・ガラスなどを傷める原因となります。
●石油ファンヒーターで暖房する部屋ではシリコーンを配合した枝毛用コート液やヘアートリートメント（枝毛用）は
点火ミスや、途中消火など故障の原因になりますので使用しないでください。

高地（1300m以上の場所）
●酸素濃度が薄いので異常燃焼を起こす
おそれがあります。理・美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場所

ほこりや湿気の多い場所

可燃性ガスの発生する場所、またはたまる場所

不安定な物をのせた棚などの下

●粉類や繊維を取扱う場所や温室・養鶏場など塵や
ほこりの多い場所では使用しないでください。
燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口が目づまり
状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こすおそれがあります。

●爆発や火災の原因になります。

●落下物により火災が起きるおそれがあります。

直射日光のあたる場所、温度の高い場所
●異常燃焼を起こすおそれがあります。
●油タンクの灯油があふれ出て火災のおそれがあります。

暖炉などストーブが囲われる場所
●暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたを
しないでください。
火災の原因になります。

温室・飼育室など人のいない場所
●使用環境の変化で、予想しない事故が発生するおそれが
あります。

★指や異物を入れない
温風吹出口（ルーバー）や燃焼空気
取入口（給気フィルター）や温風空気
取入口やストーブ内部に指や可燃物・
針金などの異物を入れないでください。
けがや火災のおそれがあります。 ★電源コードを傷めない

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり
束ねたり、物をのせたり加工しないでください。
また、電源プラグを抜くときは、電源コードを
持って引き抜かないでください。
電源コードが破損し、火災や感電の原因になります。

禁止

注意（CAUTION）

★次の場所では使用しない

●傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないでください。
対震自動消火装置が誤作動することがあります。
●しっかりした安定した場所で使用してください。
●毛足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。
●移動車両の中や、不安定な台上で使用しないでください。
転落したり、火災になるおそれがあります。

火災や予想しない事故や故障の原因になります。

風のあたる場所、部屋の出入口、屋外水平でない場所、不安定な場所
●風のあたる場所や屋外では使用しない
でください。炎が出て危険です。
掃除機の排気にも注意してください。
●部屋の出入口など人の通る場所、人が
ぶつかったりつまずく場所で使用すると、
転倒して事故や火災が起きるおそれがあります。

★お子様やお年寄りのご使用に注意
お子様やお年寄り、体のご不自由なかたが
お使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の
換気、高温部への接触によるやけど、低温やけど
や脱水症状などについて周囲の人が充分に注意
してください。

★腰をかけたり物をのせない
ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないで
ください。ストーブの故障や、やけどのおそれ
があります。ストーブの上に花びんや、水を
入れたものなどを置かないでください。
水がかかると漏電や故障のおそれがあります。

★廃棄するとき
ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、
油受けざら内の灯油を抜き取ってください。
（「 点検・手入れ」の

参照）
灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際、
予想しない事故が発生するおそれがあります。

の掃除

油タンク、油受けざら7

指示

指示

禁止

使用禁止

★電源プラグは確実に差し込む
電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し
込んでください。
（また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセント
は使用しないでください。）
火災の原因になります。
濡れた手での抜き差しはしないでください。
感電の原因になります。

指示

指示

★保管時にしていただくこと
長期間使用しないとき、または保管するときは、
必ず灯油を抜いて、電源プラグをコンセントから
抜いてください。
傾けたり、横倒しの状態では保管しないで
ください。
火災のおそれがあります。

★分解修理の禁止
故障、破損したら、使用しないでください。
不完全な修理は危険です。

★長期間使用しないときは電源プラグ
を抜く

長期間使用しないときは電源プラグをコンセント
から抜いてください。
火災や予想しない事故の原因となります。

電源プラグ
を抜く

★電源プラグのお手入れをする
ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及び
金属物）を除去してください。
（ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良
になり）火災の原因になります。

指示

分解禁止禁止
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注意（CAUTION）

禁止

お願い（NOTICE）

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。

★灯油の廃棄

ストーブは室内で燃焼するため、気密の高い部屋などでは、換気を充分にしてください。換気をしていないと、壁や天井に
結露してカビが発生する場合や、結露によってパソコンや電気機器等に障害が生じるおそれがあります。

★結露に注意

●石油ファンヒーターの故障の原因になることが注意表示されているヘアケア商品等は、シリコーンが配合されています。
石油ファンヒーターと同時に使用しないでください。
また、洗面台などで洗い流されないヘアートリートメント等などのヘアケア製品を塗布され、乾かさずに石油ファン
ヒーターを使用中の部屋へ移動した場合も故障の原因となりますので、ご注意ください。
●上記の注意表示がなくてもシリコーンが配合されている商品（化粧品類、衣類等の防水剤・柔軟剤等、家具等のつや出し剤・
保護剤等）も同時使用は控えてください。
●やむなくご使用になる際は石油ファンヒーターの運転を一時的に停止し、使用後は換気を充分におこなってシリコーン等の
成分を屋外に排出してから運転を再開してください。
●シリコーン配合製品が原因で、故障した場合の修理については、保証期間中であっても有料修理となります。

★シリコーン配合製品を使用しない

●リモコンに使用する電池は、指定（CR2025）以外の電池を使用しない。
●電池の○＋と○－を間違えて挿入しない。
●電池は充電・加熱・分解・ショートなどさせない。火の中に入れない。
●電池に表示されている「使用推奨期限」を過ぎたり、使い切った電池はリモコンに入れておかない。
●種類の違う電池は使用しない。
液漏れ、破裂したり、やけどやけがの原因になります。
液漏れした液にふれたときは、水でよく洗い流して、医師に相談してください。
本機に付着した場合は、直接液にふれないようにふき取ってください。
●電池は、使えなくなったら、すぐ取り出して処分してください。
電池はお子様が誤って飲み込むと危険です。
万一飲み込んだ場合は、すぐ医師に相談してください。
●シーズン終了後、電池は必ず抜いて、製品背面のリモコン収納ケースに入れて保管してください。

★リモコン使用時の注意

●リモコンはていねいに扱ってください。落としたり水がかかったりすると、送信できなくなることがあります。
●リモコンの汚れをふき取るときに、アルコール等で強くこすらないでください。印刷などはがれることがあります。
●リモコンの受信距離は正面で7m以下です。室内に電子点灯形（インバータ形）の照明器具がある場合は、受信距離が
短くなることがあります。
●リモコンの送信部を操作部の受信部に向けて操作してください。操作部の受信部以外へ向けると動作しないことがあります。
●リモコン送信部と操作部の受信部との間に障害物があると作動しないことがあります。
●リモコン操作をしても作動しない場合、新しいリチウム電池と交換してください。
●リチウム電池の寿命は通常の使い方で約１年です。ただし、電池の「使用推奨期限」に近いものは、電池の交換時期が
早くなります。
●同梱されている電池はおためし用ですので早く消耗することがあります。
●長期間（１箇月以上）使用しないときは、電池を取り出しておいてください。

★リモコンの使用

使用する場所2
★効果的に使用するために

●温風の循環を妨げるものがない場所に設置してください。

●熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。
熱に強いマットなどを敷いてください。

●外気に接する窓の下や壁側に設置すると効果的です。
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各部のなまえ3

温度／時刻／快適レベル合わせボタン�
室温の設定、時刻の設定、快適レベル
の設定をおこないます。�

「 4使用前の準備」の�
 現在時刻の設定のしかた�
「5使いかた」の室温の調節のしかた、�
タイマー運転のしかた 、 快適おまかせ
運転のしかた 参照�

取り換えは「 7点検・手入れ」の�
リモコンの電池交換のしかたを参照�

リチウム電池CR2025（DC3V）内蔵�

リモコンの使用時には、
抜き取ってください。�

絶縁シート�

運転の停止のみおこない
ます。�

OFFボタン�

外観図
タンクふた�

操作部・表示部�

フロントパネル�

リモコン受信部�

燃焼確認窓�

対震自動消火装置� 油受けざら�

置台�

温風吹出口�
（ルーバー）�

手掛け�

油タンク�
（気密油タンク、こぼれま栓付）�

取っ手�

給油口口金�

人感センサー�

油受け�

前　面�

気密油タンクの�
給油時消火装置�

温風空気取入口�
対流用ファン�

電源プラグ�

電源コード�

ルームサーミスタ（室内温度検知部）�

背　面�

燃焼空気取入口�
（給気フィルター）�

リモコン収納ケース�

リモコン�

湿度センサー�

LC-SL36H
LC-SL43H

タンクふた�
操作部・表示部�

フロントパネル�

燃焼確認窓�

対震自動消火装置� 油受けざら�

置台�

温風吹出口�
（ルーバー）�

手掛け�

油タンク�
（気密油タンク、こぼれま栓付）�

取っ手�

給油口口金�

人感センサー�

油受け�

気密油タンクの�
給油時消火装置�

リモコン受信部�

温風空気取入口�
（ファンフィルター）�

対流用ファン�

電源プラグ�電源コード�

ルームサーミスタ（室内温度検知部）�

燃焼空気取入口�
（給気フィルター）�

リモコン収納ケース�

リモコン�

湿度センサー�

LC-SL53H

リモコン

操作部･人感センサー・リモコンのなまえと使いかた、｢｢点灯｣｣･｢｢点滅｣｣の意味



燃焼中に押したときから、再度�
約3時間の燃焼継続が可能になります。�

消臭点火・時間延長・給油延長ボタン�

給油延長運転をするときに押します。�

タイマー運転から、通常運転に�
切り替えるときに押します。�

消臭点火の設定・解除をおこないます。�

運
転
中
の
時�

運
転
し
て�

い
な
い
時�

点灯…タイマー運転待機中
か タイマー運転中か�

　　　タイマー運転終了時です。�
点滅…タイマー時刻を設定中

です。�

運転の入・切をおこないます。�
運転スイッチ�

「5使いかた」の点火のしかた、タイマー
運転のしかた、消火のしかた参照�

・エコ運転の設定・解除を
おこないます。�
・3秒長押しで音量が切り
かわります。�
音量（大）⇒音量（小）の
2段階です。�

エコボタン�

「 5 使いかた」の エコ
運転のしかた、音量切
りかえのしかた 参照�

タイマー運転の設定をおこないます。�
タイマーボタン�

「 5使いかた」のタイマー運転�
のしかた参照�

「 5 使いかた」の 快適おまかせ
運転のしかた参照�

運転の入・切をおこないます。�
快適おまかせボタン�

「 5使いかた」の消し忘れ消火装置の使いかた参照�

「 5使いかた」のタイマー運転のしかた参照�

「 4 使用前の準備」の 給油の目安・給油延長運転の�
しかた参照�

「 5使いかた」の点火のしかた参照�

点滅…予熱中です。�
点灯…運転中です。�

運転ランプ�

高地ボタン�
高地仕様の設定・解除をおこない�
ます。�

「 4 使用前の準備」の高地調整
参照�

チャイルドロックボタン�
チャイルドロックの設定・解除
をおこないます。�

「 5 使いかた」の チャイル
ドロックのしかた参照�

タイマーランプ�

人感センサー運転中で人の動きを感知
しています。�

人感センサー運転時� プチセキュリティー機能�

プチセキュリティー機能作動中に人の動きを�
感知しているか、警告動作中です。�

人感センサー運転が設定されています。�点　灯�

点　滅�

消　灯�

－�

プチセキュリティー機能作動中に人の動きを�
感知していません。�

人感センサー�
人の動きを感知します。�

5「　 使いかた」の �
  人感センサー運転のしかた 、�
  プチセキュリティー機能 参照�

人感センサーランプ�

人感センサーボタン�
人感センサー運転の設定・解除、�
プチセキュリティー機能の設定・
解除をおこないます。�

5「　 使いかた」の�
 人感センサー運転のしかた 、�
  プチセキュリティー機能  参照�

リモコン受信部�

6
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各部のなまえ3

表示部のなまえと使いかた、｢｢点灯｣｣･｢｢点滅｣｣の意味

点灯…�

油タンクの灯油がなくなって消火する10分前。「ピー」音が鳴り、
残り燃焼時間（分）を表示します。�

点滅（運転中）…�

給油延長ボタンを押し、給油延長運転中を表示します。�

点滅（運転停止）…�

灯油がなくなり自動消火しました。�
油タンクの給油時消火装置が作動しました。デジタル表示部が�
「　　　　　」表示となります。�

（給油）表示�

点灯…チャイルドロックが�
　　　設定されています。�

（チャイルドロック）表示�

点灯…設定温度が設定されています。�
点滅…設定温度を設定中です。�

　　表示�

「 4使用前の準備」の給油の目安・給油延長運転のしかた参照�

点灯…消臭点火が設定されてい
ます。�

点滅…消臭機能が作動中です。�

　　表示�

「 5使いかた」の点火のしかた
参照�

点滅（運転停止）…�
室内の空気が、酸素不足状態です。�
●窓やドアを開けて充分に部屋
の換気をしてください。�

点灯（運転中）…�
●運転して約1時間経過する�
たびに「　 」表示が約1分間�
点灯します。�

●換気表示にたよらず1時間に�
1～2回必ず換気してください。�

　（換気）表示�

「 5使いかた」の快適モニター
運転のしかた参照�

快適おまかせ運転時の快適モニター
を表示します。�

快適モニター表示�

現在湿度の目安を表示します。�

湿度表示�

表示�
点灯…最小燃焼中、またはエコ

運転時の消火中です。�

点灯…高地仕様に設定されて�
います。 

（高地）表示�

デジタル表示部�
消臭点火が解除されている場合は�

表示は消灯しています。�

■温度・湿度表示�
設定温度…12℃～28℃まで設定�
　　　　　温度を選択できます。�
室内温度…0℃～32℃まで表示�
　　　　　します。�
現在湿度（目安）…�
　　　　　「低」～「高」の5段階で

表示します�
　　　　　「低」　約30％�
　　　　　「中」　約50％�
　　　　　「高」　約70％�

■現在時刻表示�
現在の時刻を�
表示します。�

■残り燃焼時間表示�
残り燃焼時間�
を表示します。�

■消し忘れ消火装置による自動消火表示�
「　　　」を�
表示します。�

■故障・異常により自動消火した
ときのエラー表示�

自己診断機能により、故障時には
　　～　　を�
表示します。�

■不完全燃焼通知機能により自動
消火したときのエラー表示�

不完全燃焼通知機能の連続作動回数
により「　　  」～「　　  」を表示�
します。�

■再点火防止機能により自動消火
したときのエラー表示�
「　　   」を�
表示します。�

■タイマー運転時刻表示�
タイマー時刻表示は点滅します。�
※タイマー運転終了時は「　　　」を
表示します。�

■クリーニング燃焼表示�
クリーニング燃焼の残り時間を�
表示します。�

■プチセキュリティー機能�
　作動中の表示�

■人感センサー運転時の表示�
30分経過して自動的に消火した�
時に表示�
します。�

（約5分間カウント�
ダウンします。）�

■エコ運転表示�
エコ運転中を�
表示します。�

■人感センサー運転時の残り燃焼時間表示�
「　　　」…消火10分前�
「　　　」…消火 9分前�
�
「　　　」… 人感センサー運転時に、人の動きを感知せず、30分経過�

したため、消火しました。�

…
�
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使用前の準備4

変質灯油や不純灯油などの不良灯油が原因で、故障した場合の修理については、保証期間中であっても有料修理となります。
お願い

変質灯油や不純灯油などの不良灯油を使用すると

●変質灯油や不純灯油などの不良灯油を使用
しますと、バーナーに多量のタールがたまり、
点火しなくなったり、燃焼が悪くなったり、
激しいにおいがしたりします。

●水の混入した灯油を使用しますと、炎が小さく
なり火が消えてしまいます。また、油タンク
に灯油が残っているのに、「 」を表示
することがあります。
●ガソリン、シンナーなど揮発性の高い油を
使用しますと、火災の原因になります。

万一変質灯油や不純灯油などの不良灯油を使ったときの処置のしかた

１油タンク、油受け、油受けざら内の悪い
灯油を抜き取り、良質の灯油で内部を
2～3回洗ってからご使用ください。
（「 点検・手入れ」の 、

参照）油タンク、油受けざらの掃除
油受けの掃除7

２変質灯油や不純灯油などの不良灯油を抜き
取っても効果のないときは、販売店まで
お問い合わせください。

燃料

不純灯油とは
●水やごみなどが混入した灯油。
●ガソリン、軽油、シンナー、天ぷら油、
機械油などが混入した灯油。
●灯油以外の油を入れたことが
ある容器に保管した灯油。

●水抜き剤や助燃剤を添加した灯油。
灯油以外の�
油、水、ごみを�
入れないで�

不良灯油（変質灯油、不純灯油）とは

正しい灯油の保管方法
●灯油は屋内の冷暗所で保管してください。
●火気、雨水、ごみ、高温、日光を避けた場所で保管
してください。
翌シーズンに持ち越さないようにしてください。
●紫外線を通しにくい色付きの灯油用ポリタンク（推奨
マーク付）を使用してください。
乳白色のポリタンク（水用）は
使用しないでください。
ふたは、しっかり閉めて保管して
ください。
但し、灯油は紫外線だけでなく温度
でも変質するので、推奨マーク付の灯油専用容器でも
日なたに放置しないでください。日なたに放置すれば
変質灯油になってしまいます。

変質灯油とは
●保管が1年以上経過した灯油。
●温度の高い場所で保管した灯油。
●日光の当たる場所で保管した灯油。
●乳白色のポリタンクで保管した灯油。
●灯油用ポリタンクのふたが開けてあった灯油。

危険　　
★ガソリン使用禁止
ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで
ください。少量の混入でも、火災の原因になります。

良い保管

直射日光、雨水が当たらず、
火気のない冷暗所へ保管。

直射日光、雨水の当たる
ベランダなど、室外の保管。

悪い保管

ガソリン�
灯油�

古い灯油は�
使わないで�

GASOLINE

ガソリン禁止

禁止

使用禁止 使用禁止

不良灯油（変質灯油、不純灯油）の見分けかた
●まずは、灯油が正しい保管状態であったかどうか確認してください。
●次に、色で見分ける方法があります。
2つのコップを用意し、片方には水、もう片方には灯油を入れます。
その2つのコップの背後に白い紙をあて、色を比較し、灯油に色が
ついていたら変質灯油の可能性があります。変質灯油になるとうす黄色を
おびた色になったり、すっぱい臭いがしたりします。（保管状態に
よっては、変色していなくても灯油が変質している場合があります。）
また、水が混入した不純灯油の場合は、水が下にたまり、灯油と水が
分離した状態になります。

燃料は灯油（JIS1号灯油）を
必ず使用してください。
不良灯油（変質灯油、不純灯油）は、
絶対に使用しないでください。

灯油とガソリンの見分けかたのポイント
指先に使用燃料をつけて
息を吹きかけます
（ 火 の 気 の な い 所 で
おこなってください。）

灯油

濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。

ガソリン

使用禁止

水と同じ無色透明なら正常。

少しでも色がついていたら使用しない。

ストーブを取り出す
包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえで、包装箱から
包装材などを取り除き、製品を傷付けないように取り出してください。
包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要です。取扱説明書も忘れずに
保管してください。
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２油量計を見ながら給油する。
●市販の給油ポンプの先端をジャバラの手前まで
深く差し込んで、油量計を見ながら給油して
ください。（ホースが抜けないよう手でささえ
ながら給油してください。）
●灯油は、油量計のほぼ上部（右図の給油位置 ）
まで給油してください。
油タンクの油面が上昇してくるとオレンジ色
から黒色に変わります。
入れ過ぎますと、あふれ出ることがあります
ので充分注意してください。

３給油口口金を「カチッ」と音がするまで、右「 」へ回して、しっかり締める。
●カチカチと何度も音がしても大丈夫です。正しく締まると油タンクの赤色の線が見えなくなります。
●給油口口金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。

４こぼれた灯油はよくふき取る。
●こぼれた灯油は必ず
きれいにふき取って
ください。危険ですし、
燃焼中に臭気が発生
する原因にもなります。

５油タンクをセットする。
●油タンクを、本体に
正しく、ゆっくりと
セットしてください。

給油位置�

［油量計］�

満量の位置�

給油ホース�

弁�

こぼれま栓�

ジャバラ�

●油タンクから灯油が漏れる状態で使用しないで
ください。
火災のおそれがあります。
●同時に多数の油タンクに
給油する場合は、類似して
いる給油口口金があります
ので、間違えないようにして
ください。
灯油が出なくなったり、
故障の原因になります。
●灯油容器のふたも、しっかり
締めておいてください。

〔本機用の給油口口金〕

給油口口金�

給油口口金を斜めに締めたり
すると、簡単に給油口口金が
はずれて、火災の原因になります。

お願い

しまっている� しまっていない�

赤色の線�

給油口口金� 油漏れ�
確認�

●油タンクの中にある「こぼれま栓」の弁が、給油口の近くまで上がっているときは、
給油ホースで弁を下へ押し下げて給油してください。
●油タンクの中にある「こぼれま栓」は、給油口口金がはずれたときに、油漏れを防ぐ装置
ですので、取りはずさないでください。

お願い
弁�

給油口�

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用する場合
●市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具合
状態になり、正しく給油できないものがあります。
〔不具合〕1 スイッチを入れると、すぐに停止してしまう。

（処置） ●油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。
（処置） ●ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。

2 自動停止しない。灯油があふれてしまう。
（処置） ●ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。

●上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプ
など）を使用して、正しく給油してください。

使用前の準備4

給油のしかた

１油タンクを取り出す。
●油タンクを取り出し、給油口口金を、左「 」に
回して開けてください。
●給油口口金を取りはずす前に、先端の弁部を押すと、
給油口口金が取りはずしやすくなります。

給油口口金� 弁部�
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油タンクの灯油が空になっても、油受けざら内に残っている灯油を燃焼させることで、燃焼を延長（給油延長
運転）させることができます。
給油延長運転中は、室温に関係なく最小の燃焼をします。

２給油延長運転をするとき
●油タンクの灯油がなくなり「 」表示が点灯したときに、操作部またはリモコンの「給油延長ボタン」を
押すと、「 」表示が点滅に変わり、給油延長運転をして「表1」の間、燃焼継続をします。デジタル表示部の
残り燃焼時間表示（分）が変わります。
給油延長運転中は「 」表示が点滅します。残り燃焼時間が10分以下になると2分ごとに「ピー」音が
鳴ります。
●自動消火する前に、操作部の「運転スイッチ」またはリモコンの「OFFボタン」を押して消火してから給油
してください。
●給油しませんと、「 」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「 」表示になると自動消火
します。

１油タンクの灯油がなくなると、
「 」表示が点灯し、「ピー」
音が鳴ります。デジタル表示
部に残り燃焼時間（分）「 」
を表示します。
●操作部の「運転スイッチ」または
リモコンの「OFFボタン」を
押して消火してから、給油して
ください。

●給油しませんと、2分ごとに
「ピー」音が鳴ります。約10分後
に、「 」表示が点滅し、
デジタル表示部の残り燃焼時間
表示が「 」表示となり
自動消火します。

デジタル表示部� 給油表示�
運転スイッチ�

給油延長ボタン�

OFFボタン�

操作部またはリモコンの「給油延長ボタン」を押すと、時間延長（燃焼）も同時にセットされます。
（「 使いかた」の 参照）消し忘れ消火装置の使いかた5

給油の目安・給油延長運転のしかた

LC-SL36H・SL43H 最大約90分間 LC-SL53H 最大約60分間表1

点火前の準備と確認

１水平の確認をする。
●ストーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。
ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。
●ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置が誤作動することがあります。また、転倒
しやすく、異常燃焼の原因になります。

２電源プラグをコンセント（家庭用AC100V）に確実に差し込む。
●「ピー」音がします。
●デジタル表示部に「 」表示が
点灯します。



① 操作部の または のボタンを一度押す。

もしくはリモコンの または のボタン

を一度押す。

「ピー」音がして「 」表示が点滅します。

② デ ジ タ ル 表 示 を 見 な が ら 操 作 部 の

またはリモコンの のボタンを押して「 」
に合わせる。

③ デ ジ タ ル 表 示 を 見 な が ら 操 作 部 の
またはリモコンの のボタンを押して「 」
に合わせる。
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使用前の準備4

●ストーブの時刻表示がズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、もう一度差し込み直して、時刻を設定
し直してください。それでも直らないときはお買い求めの販売店までお問い合わせください。
●ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プラグを抜いて
再通電した場合、デジタル表示は右図のように「 」表示が点灯
しますので、現在の時刻を設定してください。

例 現在時刻が午後7時10分の場合

●操作部の ・ のボタン、またはリモコンの ・ のボタンは、一度押すごとに1時間または

1分間ずつ進みます。押し続けますと連続的に進みます。

●時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間に操作部の ・ のどちらか、

またはリモコンの ・ のどちらかのボタンを押してください。

時刻合わせができなかった場合は、もう一度操作部の ・ のボタン、またはリモコンの ・ の

ボタンを押してやり直してください。

④「 」「 」が、点滅から点灯に変わり、設定が完了します。

お願い

デジタル表示部の時計表示は、約5分間経過しますと、省電力機能がはたらいて、デジタル表示部が消灯して、
電力の消費を抑えます。
時刻を確認したい場合は、操作部の「運転スイッチ」以外、またはリモコンのどれかのボタンを押すと表示します。
「運転スイッチ」を押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運転待機中にこの機能ははたらきません。）
人感センサー運転を設定していた場合、人の動きを感知している間は省電力機能に入りません。

★省電力機能

デジタル表示部�

①� ②�①�②�①� ③�

①�③�

現在時刻の設定のしかた
（運転停止中にしかできません）

高地ボタン�

高地表示�

①�②�

高地調整
燃焼に必要な酸素濃度が薄くなる高地（500～1300m）では高地調整をしてください。

〔標高500～800m（高地1設定）〕

① 細い棒状のもので「高地ボタン」を押し
ながら、電源プラグをコンセントに
差し込む。

●「ピー」音がして「 」「 」表示が
点灯し設定されます。

〔標高800～1300m（高地2設定）〕

② ①の操作で高地1設定をした後、再度
細い棒状のもので、「高地ボタン」を
押しながら、電源プラグをコンセント
に差し込む。

●「ピー」音がして「 」「 」表示が
点灯し設定されます。

設定のしかた

解除のしかた

③ ②の操作で高地2設定をした後、再度細い棒状のもので、「高地ボタン」を押しながら、
電源プラグをコンセントに差し込む。

●「ピー」音がして「 」表示が消灯し解除されます。

●高地設定は停電や電源プラグを抜いた後
でも記憶しています。
●高地1設定でストーブを運転した場合、
運転中「 」表示が点灯します。
●高地2設定でストーブを運転した場合、
運転中「 」表示が点滅します。


